
 平成31年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～30年度）】 【31年度】 【今後予定（32年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

5-1
局・課名

5,000 4,700

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 30年度予算 31年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成31年度要求額平成29年度決算額

事業名 スマートハウス等導入支援事業

： 環境局・環境エネルギー課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
低炭素

補助対象を精査し、さらなる
ＺＥＨの普及促進を図る。

随時補助制度を見直しな
がら継続実施

平成30年度予算額

57,200 46,400 太陽光@80千円×300件等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

65,949

1,350

500

7,000

1,067

74

333

太陽光@80千円×5件

半年分

333

400

13,000

1,042

74

　H　～　H

事業

概要

住宅における安全・安心と再生可能エネルギーの効率的な
利用を図るスマートハウスの普及により「クールシティ・堺」の
実現をめざす。また、再生可能エネルギー普及セミナーを実
施し、普及促進を図る。

■スマートハウス・ＺＥＨ普及促進
・戸建住宅に太陽光発電、エネファーム、蓄電池・V2Hのう
ち、２種類以上の設備の導入を条件に費用の一部を補助。
・集合住宅へエネファーム、蓄電池の導入費用の一部を補
助。
・戸建住宅へ太陽熱利用システム（強制循環）導入費用の一
部を補助。
・ＺＥＨ水準の住宅（国のZEH補助要件を満たす住宅）に対象
システムを導入したものについて、ＺＥＨに対する加算を行
う。
・再生可能エネルギー普及セミナーを実施する。

・発電システムの機能が向上したため、見える化がＨＥＭＳを
用いずとも達成されることからＨＥＭＳを補助対象機器から除
外した。
・小規模事業所等への補助については、これまでの申請件
数が「0」であること等の理由により補助対象から除外した。
・ＺＥＨ普及促進のため、ＺＥＨ水準の住宅に対するＺＥＨ加算
を増額する。

太陽熱利用補助金※

0

72,524

短期臨時職員賃金・交通費

講師謝礼＋エコ大サポータ

消耗品等

セミナー講師等謝礼

消耗品、印刷代、通信運搬費等

53,891

債務負担行為

戸建）補助金※

ＺＥＨ加算補助金※ @130千円×100件

集合住宅）補助金※ 燃料電池@70千円×60件等

小規模事業所等）補助金※

010010整理番号

※補助金は総枠予算。

合計 72,524 65,949

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

補助を継続実施するととも
に、ＺＥＨ加算を新設し、ＺＥＨ
の普及促進を図る。


